
  白山伏拝の碑 

 はるか白山を遥拝する白山伏拜と言われる場所はいくつか知られている。しかしながら

文字を刻んだ石碑が建てられている場所となると数は少ない。ここに紹介するのは鹿谷町

矢戸口区背後の６２２ｍの山頂附近に置かれている３基の石碑である。薄墨桜群生地に至

るルートの少し先の白山伏拝の地点に建つ。山頂に至る道はかなり険しく途中で大野から

の道と出会い、かつては大野と鹿谷地区を結ぶ山越えの道路であったと思われる。３基と

も破損が激しく文字も一部が残るにすぎない。 

 真中の石碑に太田村と読める文字が見える。太田村は大野市下庄地区にあり、宝永７年

（1719）の「大矢戸村明細帳写」（『大野市史』土蔵市右衛門家文書）に次のように記され

ている。「大光寺白山香岩太田村持山の内に御座候、是は先年大光寺と云御寺有り。此御寺

より白山権現を殊の外御帰依なされ候…」。同じ大野市史の『地区編』大字太田の項に、「…

今も大光寺跡と云われる平坦地が残り…背後に白山に向いて大きな岸壁があり…この岸壁

の尾根にも平坦地があり、その桧の大木の根元に三基の石碑が置かれている。」 
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 少なくとも１基は太田村の甚右衛門が明和期（1764～72）に寄進したものである。他は

「白山伏拝」と読める１基と、「天保十一（1840）」の年号のみが記される１基である。破

損した一部分でさえかなりの重量があり山頂に運ぶのは容易ではなかったと思われる。江

戸時代の人たちの白山への厚い信仰心が偲ばれる。伏拜の碑は永平寺町藤巻と片瀬区の大

師山山頂にも建つ。前者はえち鉄小舟渡駅近くの「架橋記念碑」と並んで建てられている。 

大師山からは白山がかすかに望むことができ大師堂の建物も今に残る。堂には泰澄自作

と伝えられる像もかつては祀られていた。伏拜の碑は八角塔でそこには「寶前 奉寄進 泰

澄大師 願主辻武左衛門尉良起」とあり、延宝８年（1680）に武左衛門が寄進したことが

わかる。 

 


